
　
自
動
車
や
Ｉ
Ｔ
機
器
な
ど
、
高
度
化
す
る
モ
ノ
づ
く
り
に
欠
か
せ
な
い
レ
ア
メ
タ
ル
。
産
出
国
が
偏
り
、
資
源

確
保
の
面
か
ら
リ
ス
ク
分
散
へ
官
民
の
施
策
が
進
む
も
の
の
、
資
源
の
乏
し
い
日
本
に
と
っ
て
リ
サ
イ
ク
ル
の
重

要
性
に
変
わ
り
は
な
い
。
さ
ら
に
そ
の
経
済
性
の
追
求
も
不
可
欠
な
要
素
。
レ
ア
メ
タ
ル
を
使
っ
た
廃
製
品
の
回

収
促
進
と
と
も
に
、
リ
サ
イ
ク
ル
技
術
が
産
業
や
社
会
に
果
た
す
役
割
が
一
段
と
重
み
を
増
し
て
い
る
。

氏
家
製
作
所

　
氏
家
製
作
所
は
各
種
破
砕
機
の
開

発
、
製
造
、
販
売
を
手
が
け
る
。

　
主
力
製
品
の
「
グ
ッ
ド
カ
ッ
タ
ー
」

は
２
軸
タ
イ

プ
の
破
砕
機

で
、
独
自
開

発
の
一
体
型
変
則
ネ
ジ
レ
刃
を
採
用
し

て
い
る
。

　
刃
先
が
対
向
の
ボ
ス
部
に
点
接
触
で

当
て
ら
れ
る
た
め
、
側
面
部
で
切
断
、

さ
ら
に
刃
先
で
も
押
し
き
り
、
縦
・
横

に
細
か
く
切
断
で
き
る
。

　
こ
う
し
た
特
徴
か
ら
同
社
の
破
砕
機

は
レ
ア
メ
タ

ル
回
収
・
成

分
分
析
の
た

め
に
行
う
携
帯
電
話
や
各
種
電
子
機
器

の
基
板
破
砕
用
と
し
て
、
広
く
利
用
さ

れ
て
い
る
。

糸
川
産
業

　
糸
川
産
業
は
、
長
年
培
っ
て
き
た
繊
維
強
化
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク

Ｆ
Ｒ
Ｐ

製
造
技
術
を
ベ
ー
ス
に
超
耐

食
性
レ
ア
メ
タ
ル
回
収
用
周
辺
機
器
を
開
発
、
多
く

の
納
入
実
績
を
誇
る
。
　

　
周
辺
機
器
と
し
て
代
表
的
な
も
の
は
タ
ー
ゲ
ッ
ト

金
属
回
収
か
ら
濃
縮
、
不
純
物
除
去
ま
で
一
貫
し
て

行
え
る
電
解
液
等
分
離
精
製
装
置
や
耐
酸
、
耐
熱
、

耐
摩
耗
に
優
れ
た
バ
ッ
ト
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
加
工
の
Ｐ

Ｖ
Ｄ
Ｆ
配
管
に
よ
る
高
純
度
パ
イ
ピ
ン
グ
シ
ス
テ
ム

な
ど
。

　
同
社
は
こ
れ
ら
の
周
辺
機
器
で
６
Ｎ

・
９
９

９
９
％

の
純
度
達
成
を
目
指
す
。

矢
野
金
属

　
矢
野
金
属
は
タ
ン
グ
ス
テ
ン
・
モ
リ

ブ
デ
ン
・
チ
タ
ン
・
コ
バ
ル
ト
・
タ
ン

タ
ル
な
ど
レ
ア
メ
タ
ル
ス
ク
ラ
ッ
プ
の

リ
サ
イ
ク
ル
で
、
循
環
型
社
会
の
構
築

に
貢
献
す

る
。

　
回
収
ス
ク

ラ
ッ
プ
を
自
社
工
場
で
検
収
。
成
分
分

析
や
さ
ま
ざ
ま
な
加
工
、
出
荷
ま
で
を

一
貫
し
て
対
応
す
る
。
使
用
済
み
超
硬

製
品
に
つ
い
て
は
、
展
示
会
出
展
時
な

ど
に
ユ
ー
ザ
ー
へ
回
収
協
力
を
直
接
働

き
か
け
て
リ
サ
イ
ク
ル
率
ア
ッ
プ
も
図

る
。

　
ま
た
、
環
境
に
優
し
い
金
属
リ
サ
イ

ク
ル
実
現
を

目
指
し
、
機

能
的
設
備
も

多
数
導
入
。
加
工
の
種
類
や
能
力
も
増

強
し
、
メ
ー
カ
ー
の
多
様
化
す
る
ニ
ー

ズ
へ
も
対
応
し
て
い
る
。

大
八
化
学
工
業

　
大
八
化
学
工
業
は
エ
ス
テ
ル
製
造
技

術
を
基
盤
に
各
種
可
塑
剤
や
金
属
抽
出

剤
、
樹
脂
改
質
剤
な
ど
の
特
徴
あ
る
製

品
を
展
開
し
て
い
る
。

　
金
属
抽
出

剤
は
携
帯
電

話
の
リ
チ
ウ

ム
電
池
や
回
路
基
板
な
ど
に
含
ま
れ
る

レ
ア
メ
タ
ル
の
効
率
的
な
分
離
・
抽
出

に
使
用
す
る
。
陽
イ
オ
ン
交
換
型
抽
出

剤
「
Ｐ
Ｃ
―

Ａ
」
は
イ
ン
ジ
ウ
ム
の

抽
出
や
、
コ
バ
ル
ト
と
ニ
ッ
ケ
ル
の
分

離
、
希
土
類
金
属
の
分
離
に
適
し
て
い

る
。
そ
の
ほ
か
、
廃
酸
か
ら
硝
酸
を
抽

出
す
る
中
性
リ
ン
化
合
物
「
Ｔ
Ｂ

Ｐ
」
、
白
金

族
の
パ
ラ
ジ

ウ
ム
と
白
金

を
分
離
す
る
「
Ｓ
Ｆ
１
―
６
Ｒ
」
な

ど
、
用
途
に
応
じ
て
各
種
そ
ろ
え
て
い

る
。

売
り
場
に
設
置
さ
れ
た
使
用
済
み
携
帯

電
話
の
回
収
ボ
ッ
ク
ス

大
阪
府
豊
中

市
の
ヤ
マ
ダ
電
機
Ｌ
Ａ
Ｂ
Ｉ
千
里
店

新
興
化
学
工
業

　
新
興
化
学
工
業
は
先
駆
的
な
独
自
技
術
で
廃
棄
物

な
ど
か
ら
貴
重
な
各
種
レ
ア
メ
タ
ル
を
回
収
・
精
製

し
提
供
、
産
業
界
に
貢
献
し
続
け
て
い
る
。

　
同
社
は
１
９
５
８
年
、
重
油
火
力
発
電
所
か
ら
排

出
さ
れ
る
灰
や
ス
ラ
グ
か
ら
バ
ナ
ジ
ウ
ム
を
回
収

し
、
製
品
化
し
た
。

　
ま
た
、
バ
ナ
ジ
ウ
ム
は
最
近
で
は
大
型
蓄
電
池
で

あ
る
レ
ド
ッ
ク
ス
フ
ロ
ー
バ
ッ
テ
リ
ー
の
原
料
と
し

て
脚
光
を
浴
び
て
い
る
。
セ
レ
ン
の
リ
サ
イ
ク
ル
に

も
他
社
に
先
駆
け
て
成
功
し
、
テ
ル
ル
も
製
品
化
し

て
い
る
。
ガ
リ
ウ
ム
の
再
利
用
技
術
も
確
立
し
、
太

陽
電
池
向
け
な
ど
に
供
給
す
る
。

都
市
鉱
山
を
有
効
活
用
海
外
へ
の
資
源
流
出
も
抑
制

ス
マ
ホ
回
収
の
増
大
不
可
欠

再資源化加速へ新たな枠組み始動
有
力
企
業
の
技
術
・
サ
ー
ビ
ス
（
掲
載
順
不
同
）

レアメタルリサイクル
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◇
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レ
ア
メ
タ
ル
回
収
の
関
連

で
は
「
小
型
家
電
リ
サ
イ
ク

ル
法
」
が
４
月
に
施
行
さ
れ

た
。
使
用
済
み
小
型
電
子
機

器
に
含
ま
れ
る
貴
金
属
や
レ

ア
メ
タ
ル
、
樹
脂
な
ど
の
再

資
源
化
を
促
進
さ
せ
る
の
が

目
的
だ
。
携
帯
電
話
、
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
、
デ
ジ
タ
ル
カ

メ
ラ
、
ゲ
ー
ム
機
、
扇
風

機
、
ヘ
ア
ド
ラ
イ
ヤ
ー
な
ど

が
対
象
と
な
る
。

　
こ
れ
ら
の
使
用
済
み
小
型

電
子
機
器
の
廃
棄
量
は
、
環

境
省
の
推
計
に
よ
る
と
年
間

約

万

、
こ
の
う
ち
有
用

金
属
の
含
有
量
は
同
約

万

に
な
る
、
と
み
ら
れ
る
。

国
は
国
外
へ
の
資
源
流
出

を
抑
え
、
資
源
確
保
と
廃
棄

物
削
減
の
観
点
か
ら
同
法
を

有
効
に
機
能
さ
せ
て
い
き
た

い
考
え
だ
。

　
例
え
ば
都
市
鉱
山
の
象
徴

的
な
機
器
の
ひ
と
つ
に
あ
げ

ら
れ
る
携
帯
電
話
。
液
晶
に

は
イ
ン
ジ
ウ
ム
、
振
動
モ
ー

タ
ー
に
ネ
オ
ジ
ム
、
充
電
池

に
リ
チ
ウ
ム
が
利
用
さ
れ
、

タ
ン
タ
ル
は
コ
ン
デ
ン
サ
の

用
途
に
使
わ
れ
て
い
る
。

　
使
用
済
み
携
帯
電
話
を
め

ぐ
っ
て
は
、
電
気
通
信
事
業

者
協
会

Ｔ
Ｃ
Ａ

と
情
報

通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
産
業
協

会

Ｃ
Ｉ
Ａ

が
「
モ
バ
イ

ル
・
リ
サ
イ
ク
ル
・
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
」

Ｍ
Ｒ
Ｎ

を
組

織
し
、
自
主
回
収
活
動
を
展

開
。
資
源
の
有
効
利
用
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
た
だ
、
こ

こ
に
き
て
回
収
動
向
に
変
化

が
見
ら
れ
、
新
た
な
課
題
も

出
て
き
て
い
る
。

　
Ｔ
Ｃ
Ａ
が
発
表
し
た
２
０

１
２
年
度
の
Ｍ
Ｒ
Ｎ
に
よ
る

使
用
済
み
携
帯
電
話
・
Ｐ
Ｈ

Ｓ
本
体
の
回
収
台
数
は
前
年

度
比
５
・
２
％
減
の
６
６
０

万
６
０
０
０
台
。
回
収
重
量

で
は
同
４
・
１
％
減
の
６
３

９

。
前
年
度
に
続
き
、
２

年
連
続
の
減
少
と
な
っ
た
。

要
因
に
あ
げ
ら
れ
る
の
は
、

急
速
な
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

多
機
能
携
帯
電
話

の
普

及
が
あ
る
。
機
種
変
更
が
活

発
に
行
わ
れ
る
な
か
で
、
比

較
的
高
価
な
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
を
通
信
機
器
と
し
て
利
用

し
な
く
て
も
保
持
す
る
傾
向

が
強
い
、
と
い
う
。

　
４
月
に
実
施
し
た
携
帯
電

話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
利
用
者

約
２

０
０
０
人

へ
の
ア
ン
ケ
ー

ト

Ｔ
Ｃ
Ａ
、
Ｃ
Ｉ
Ａ
ま
と

め

に
よ
る
と
、
通
信
機
器

と
し
て
利
用
中
の
も
の
以
外

の
保
有
端
末
を
今
後
「
処
分

し
て
も
よ
い
」
「
ま
あ
処
分

し
て
も
よ
い
」
と
回
答
し
た

利
用
者
は
、
従
来
型
携
帯
端

末
の
場
合
で

％
、
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
の
場
合
は

％
。

逆
に
「
処
分
し
た
く
な
い
」

「
あ
ま
り
処
分
し
た
く
な

い
」
と
の
回
答
で
は
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
の
場
合
が

％
、

と
従
来
型
携
帯
の
場
合
の

％
を
上
ま
わ
る
。
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
保
持
者
は
端
末
の
処

分
に
は
抑
制
的
で
、
保
有
し

続
け
る
意
識
が
高
い
こ
と
を

示
し
て
い
る
。
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
か
ら
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

に
変
更
し
た
ユ
ー
ザ
ー
が
、

通
信
の
利
用
以
外
で
、
か
つ

て
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
端
末

を
使
用
す
る
割
合
も
高
い
。

　
こ
の
た
め
、
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
の
普
及
は
今
後
、
あ
る

程
度
の
期
間
、
使
用
済
み
端

末
の
回
収
が
難
し
く
な
る
可

能
性
が
あ
り
、
Ｔ
Ｃ
Ａ
で
は

リ
サ
イ
ク
ル
の
啓
発
活
動

や
、
端
末
内
に
保
存
・
蓄
積

さ
れ
た
デ
ー
タ

写
真
、
メ

ー
ル
な
ど

の
新
端
末
へ
の

移
行
や
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
の
支

援
強
化
を
対
策
に
上
げ
て
い

る
。

　
施
行
さ
れ
た
小
型
家
電
リ

サ
イ
ク
ル
法
に
も
課
題
が
あ

る
。
同
法
で
は
排
出
者
責
任

は
な
く
、
所
有
者
の
自
主
性

に
委
ね
ら
れ
て
い
る
。
自
治

体
な
ど
が
回
収
し
、
国
の
認

定
す
る
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
者

に
引
き
渡
す
。
回
収
費
用
は

自
治
体
負
担
の
た
め
、
一
定

の
回
収
量
が
な
け
れ
ば
持
ち

出
し
に
な
り
、
積
極
的
な
取

り
組
み
が
進
ま
な
い
こ
と
に

も
な
る
。
レ
ア
メ
タ
ル
リ
サ

イ
ク
ル
を
有
効
に
機
能
さ
せ

る
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
抽

出
す
る
た
め
の
コ
ス
ト
。
採

算
性
と
絡
ん
で
再
資
源
化
の

入
口
と
な
る
回
収
量
の
増
大

が
欠
か
せ
な
い
。

◇
　　◆
　　◇

　
こ
う
し
た
な
か
、
レ
ア
メ

タ
ル
リ
サ
イ
ク
ル
に
か
か
わ

る
技
術
開
発
は
活
発
。
再
資

源
化
を
加
速
さ
せ
る
新
た
な

枠
組
み
も
動
き
だ
そ
う
と
し

て
い
る
。
産
業
技
術
総
合
研

究
所
は
、
レ
ア
メ
タ
ル
な
ど

の
回
収
関
連
技
術
の
産
業
化

促
進
組
織
「
戦
略
的
都
市
鉱

山
研
究
拠
点
」

Ｓ
Ｕ
Ｒ

Ｅ

を
立
ち
上
げ
る
。
貴
金

属
製
錬
や
小
型
家
電
な
ど
の

リ
サ
イ
ク
ル
事
業
者
の
参
加

を
募
り
、
技
術
開
発
を
通
じ

て
金
属
資
源
の
安
定
供
給
を

目
指
す
。

年
の
本
格
稼
働

を
見
込
む
。

　
１
日
に
は
Ｓ
Ｕ
Ｒ
Ｅ
の
準

備
室
を
開
設
し
た
。

―

社
程
度
が
参
加
す
る
予
定

で
、
今
秋
に
は
実
務
に
入
る

予
定
だ
。
活
動
に
は
都
市
鉱

山
に
関
連
し
た
技
術
開
発
を

行
う
、
企
業
連
携
組
織
「
Ｓ

Ｕ
Ｒ
Ｅ
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
や
リ

サ
イ
ク
ル
技
能
の
向
上
を
目

指
し
た
技
術
研
修
・
開
発
支

援
な
ど
を
行
う
企
業
支
援
施

設
も
設
け
る
。
産
総
研
の
研

究
成
果
を
結
び
付
け
、
効
率

的
な
リ
サ
イ
ク
ル
技
術
の
社

会
へ
の
提
供
を
加
速
さ
せ
る

考
え
だ
。
「
Ｓ
Ｕ
Ｒ
Ｅ
フ
ォ

ー
ラ
ム
」
で
は
、
各
種
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
す
る
予

定
。
企
業
な
ど
が
相
互
協
力

す
る
公
開
型
、
企
業
と
産
総

研
が
個
別
に
協
力
す
る
非
公

開
型
、
国
な
ど
に
提
案
し
て

大
き
な
予
算
で
実
施
す
る
外

部
資
金
型
な
ど
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
想
定
し
て
い
る
。

　
レ
ア
メ
タ
ル
は
資
源
確
保

の
う
え
で
、
リ
サ
イ
ク
ル
の

重
要
性
が
指
摘
さ
れ
て
久
し

い
。
抽
出
技
術
の
開
発
偏
重

で
は
社
会
還
元
に
は
不
十
分

で
、
資
源
回
収
か
ら
再
資
源

化
へ
の
経
済
性
を
加
味
し
た

シ
ス
テ
ム
構
築
に
も
ス
ピ
ー

ド
感
が
求
め
ら
れ
る
。


